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Q21a 「すざく」による反銀河中心方向 (ℓ, b)=(235,0)の超軟X線背景放射の観測
○益居健介,吉野友崇,満田和久,山崎典子 (ISAS),藤本龍一 (金沢大学), D.McCammon(U. Wisconsin)

宇宙 X線背景放射の 2–10keVのエネルギー帯域は、最近のチャンドラ衛星等の観測により、多数の活動銀河核
からのX線放射の重ね合わせであることが確実となった。一方で、2keV以下では活動銀河核の重ね合わせでは説
明できない放射成分が存在し、0.3–1.0keVでは全X線強度の 50%以上を占める。1999年のマイクロカロリメータ
搭載ロケット実験による高銀緯方向の広視野精密分光観測によって、それが温度 100-200 万度の中高温プラズマに
特徴的な電離したイオン (主にOVII:0.57keV、CVI:0.37 keV)からの輝線放射であることが明らかになった。
0.3–1.0keVの背景放射の全天図であるROSAT R4マップによれば、銀河系内の l = ±120◦ 内にあるローカルな

構造を除くと、全天の明るさは一様に近い。星間物質による OVII輝線の吸収の optical depth は、銀河面では約
400pcで 1 になる。それにも関わらず R4マップでは高銀緯から銀河面にかけての減少は高々10%程度で、むしろ
一様に近い。これは系外放射と同等程度の放射が銀河面方向、近傍 400pc 以内にあることを意味する。
銀河面にのみ存在する謎のX線放射源を理解するために、広がったX線天体に対する高感度、高エネルギー分解

能を実現する「すざく」衛星でローカルな構造、明るい点源がない反銀河中心方向の銀河面を観測し、高銀緯と比
較した。その結果、反銀河中心方向のOVII輝線強度は高銀緯からの放射と同等であり、そのかわりにより高温の
ガス (kBT ∼0.7keV)を示唆するOVIIIの放射や鉄の L輝線が存在することがわかった。これが近傍天体の重ね合
わせとすると、天体の数密度や logN − logSから予想される強度は観測された強度の高々10% であり、またスペ
クトルの形からも説明がつかない。一方、星間空間物質であると、高温ガスを銀河面内に留めておくことはできな
い。従って、超新星残骸あるいは super bubbleのような天体が、少なくともこの観測方向に存在する可能性が考え
られる。いずれにせよ、高温ガスからの放射がCXB の銀河ディスクによる吸収分を埋めてあわせているのである。


